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凡例　時＝日時　所＝場所　容＝内容　対＝対象　条＝条件　員＝定員　数＝数量　額＝支給・助成額など　料＝料金
　　　募＝募集期間・方法	 受＝受付　持＝持参するもの	 問＝問い合わせ先

福　
　

祉

高
齢
者
・
障
が
い
者
用
居
室
な
ど

の
増
改
築
資
金
の
貸
し
付
け

容
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
専
用
居
室
、
浴
室
、

台
所
、
ト
イ
レ
、
廊
下
な
ど
の
増
改
築　

対
▽
60
歳
以
上
の
高
齢
者
と
同
居
し
て
い

る
60
歳
未
満
の
人　

▽
60
歳
未
満
で
身
体
障

害
者
手
帳
１
～
４
級
・
療
育
手
帳
Ａ
を
所
持

し
て
い
る
人
ま
た
は
そ
の
人
と
同
居
し
て
い

る
人　

額
50
万
～
２
５
０
万
円
、
金
利
０
・

３
㌫
（
変
動
す
る
場
合
あ
り
）
で
、
償
還
期

間
は
、10
年
以
内
（
貸
付
額
に
応
じ
て
変
動
）

※
連
帯
保
証
人
が
2
人
必
要
、
工
事
着
工
前

に
申
請
が
必
要

問
高
齢
者
：
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会
課

	

０
８
５
７-

20-

３
４
５
３

問
障
が
い
者
：
駅
南
庁
舎
障
が
い
福
祉
課

	

０
８
５
７-

20-

３
４
７
４

【
高
齢
者
住
宅
改
修
費
の
助
成
】

対
▽

（1）
介
護
保
険
住
宅
改
修
費
の
支
給
：

介
護
保
険
の
「
要
支
援
」「
要
介
護
」
認
定

者　

▽
（2）
高
齢
者
居
住
環
境
整
備
費
の
助

成
：

（1）
に
該
当
す
る
者
で
、
本
人
お
よ
び
同

一
住
所
を
有
す
る
者
全
員
が
市
民
税
非
課
税

※
（1）
・

（2）
は
併
用
可
で
す
が
、

（1）
の
支
給
が

優
先　

容
手
す
り
の
取
付
け
、
段
差
の
解

消
、
滑
り
防
止
の
た
め
の
床
材
変
更
、
引
き

戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
替
え
、
和
式
便
器
か
ら

洋
式
便
器
へ
の
取
替
え
な
ど　

※
新
築
・
増

築
の
場
合
は
対
象
外　

額
▽

（1）
介
護
保
険

住
宅
改
修
費
の
対
象
工
事
費（
上
限
20
万
円
）

の
９
割
（
最
高
18
万
円
）　

▽
（2）
高
齢
者
居

住
環
境
整
備
費
の
対
象
工
事
費
（
上
限
80
万

円
）
の
う
ち
、
20
万
円
ま
で
は
３
分
の
２
、

20
万
円
超
～
80
万
円
ま
で
は
２
分
の
１
を
乗

じ
た
額
（
最
高
43
万
３
千
円
）　

※
工
事
着

工
前
に
申
請
が
必
要

【
応
急
軽
度
家
事
援
助
事
業
】

　

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
、
本
人
ま

た
は
介
護
者
の
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
に
よ
っ
て

一
時
的
な
生
活
支
援
が
必
要
な
場
合
、
家
事

援
助
員
を
派
遣

容
掃
除
・
洗
濯
・
炊
事
な
ど
簡
易
な
日
常

生
活
の
援
助　

対
市
民
税
非
課
税
の
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど　

料
30
分
あ
た
り
80
円
（
１
カ
月
11
時

間
以
内
）

市・県民税の
納期と納付方法

　市・県民税は昨年中の所得をもとに計算され、今年の
1月 1日時点で住んでいた市町村へ納めていただくもの
です。納付方法は次のとおりです。

【給与所得にかかる特別徴収（引き落とし）】
　給与所得者（サラリーマンなど）を対象とした納付方
法です。会社などの事業所が、6月〜翌年5月までの毎
月の給料から引き落とし、市町村へ納めます。なお、給
与以外の所得がある場合（事業所得、譲渡所得など）は、
それらの所得について普通徴収を選択できます。

【公的年金にかかる特別徴収】
　4月 1日現在65歳以上の公的年金受給者のうち、市・
県民税の納税義務のある人が対象です。公的年金の支
払い者が年金から引き落とし、市町村へ納めます。

月 4・6・8 月 10・12・2 月
算出方法 前年度 2月と同額 年税額の残りの 1/3 ずつ
納入方法 公的年金から引き落とし（特別徴収）

【普通徴収】
　本市が送付する納税通知書で納めます。納税通知書
は 6月 10日（火）ごろに郵送する予定です。

納期 納期限 納期 納期限
全期・1期 6月 30日（月） 3期 10月 31日（金）

2期 9月		 1 日（月） 4期 		2 月		 2 日（月）
問 	駅南庁舎市民税課	 	0857-20-3417
　	各総合支所市民福祉課（ 13ページ）
※市・県民税の納付は口座振替が便利で確実です。
　詳しくは市役所駅南庁舎徴収課  0857-20-3433まで

高
齢
社
会
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会
課

	

０
８
５
７-

20-

３
４
５
３

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（

	

13
ペ
ー
ジ
）

い
病
気
と
健
康
管
理
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
の
手
続
き
な
ど　

▽
第
２
回
：
７
月

17
日
（
木
）
９
：
30
～
12
：
30　

介
護
食
の

講
義
と
調
理
実
習　

▽
第
３
回
：
７
月
23
日

（
水
）
13
：
30
～
16
：
00　

介
護
技
術
の
実

技
①
移
乗
・
移
動
時
の
介
護
方
法
②
排
泄
時

の
介
助
な
ど
、
福
祉
用
具
の
紹
介　

▽
第
４

回
：
７
月
31
日
（
木
）
13
：
30
～
16
：
00　

嚥
下
・
口
の
体
操
、
介
護
者
の
腰
痛
・
肩
こ

り
予
防
体
操　

対
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
家
族
や
介
護
に
関
心
の
あ
る
人　

料
４

５
０
円
（
第
２
回
の
み
・
調
理
実
習
材
料
費
）

員
各
回
30
人
（
先
着
順
）　

募
７
月
４
日

（
金
）
ま
で
に
、
問
い
合
わ
せ
先
に
て
受
付

※
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

問
鳥
取
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

	

０
８
５
７-

20-

３
４
５
６

	

０
８
５
７-

20-

３
４
０
４

認
知
症
の
人
と
家
族
の
集
い 

　

〜
毎
月
第
２
金
曜
日
開
催
〜

時
６
月
13
日
（
金
）
10:

00
～
12:

00　

所
さ
ざ
ん
か
会
館
（
富
安
二
丁
目
）

容
本
人
や
家
族
が
認
知
症
の
問
題
や
介
護

の
悩
み
な
ど
の
情
報
交
換
を
し
て
、
不
安
を

解
消
す
る
場　

料
無
料

問
鳥
取
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

	
０
８
５
７-

20-

３
４
５
６

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
次
の
各
セ
ン
タ

ー
で
も
受
け
て
い
ま
す
。

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

毎
週
月
～
金　

10:
00
～
18:

00

	

０
８
５
９-

37-
６
６
１
１

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
渡
辺
病
院
）

	

０
８
５
７-

39-

１
１
５
１

家
族
介
護
教
室

所
さ
わ
や
か
会
館
（
第
２
回
の
み
さ
ざ
ん

か
会
館
）　

容
▽
第
１
回
：
７
月
10
日
（
木
）

13
：
30
～
16
：
00　

高
齢
者
が
か
か
り
や
す

障
が
い
に
関
す
る
ご
相
談
は

　

身
体
障
が
い
や
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
、

ま
た
は
そ
の
家
族
か
ら
の
日
常
生
活
を
送
る

上
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
や
助
言
を

行
う
身
体
障
が
い
者
相
談
員
・
知
的
障
が
い

者
相
談
員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
困
り
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
各
種
相
談
に
応
じ
る
相
談
支
援
事

業
所
が
市
内
に
７
カ
所
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
、
相
談
支
援
事
業
所
の
連
絡
先
な
ど

は
左
記
問
い
合
わ
せ
先
に
お
尋
ね
い
た
だ
く

か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

険
者
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
代

理
の
場
合
は
、
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
）　

募
６
月
２
日
（
月
）
か
ら　

※

７
月
以
降
は
申
請
月
に
よ
り
発
行
す
る
助
成

券
枚
数
が
少
な
く
な
り
ま
す
。　

問
駅
南
庁
舎
保
険
年
金
課

	

０
８
５
７-

20-

３
４
８
７

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（

	

13
ペ
ー
ジ
）

児
童
手
当
の
現
況
届
は
６
月
中
に

　

６
月
１
日
現
在
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
現
況
届
（
６
月
上
旬
に
郵
送
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

容
受
付
期
間
：
６
月
９
日
（
月
）
～
30
日
（
月
）

提
出
方
法
：
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
ま

た
は
市
役
所
駅
南
庁
舎
地
階
第
２
会
議
室
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
に
持
参

必
要
書
類
：
▽
印
鑑
（
認
め
印
可
）
持
参
の
場

合
の
み　

▽
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
人
…
受
給

者
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は

年
金
加
入
証
明
書
（
様
式
は
現
況
届
裏
面
に
あ

り
ま
す
）　

▽
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
受

給
者
ま
た
は
配
偶
者
の
住
所
地
が
本
市
以
外
の

人
は
、
平
成
26
年
１
月
１
日
に
お
住
ま
い
の
市

町
村
発
行
の
平
成
26
年
度
（
平
成
25
年
中
）
所

得
課
税
証
明
書
（
受
給
者
・
配
偶
者
両
方
と
も

必
要
）
た
だ
し
、
受
給
者
所
得
に
税
法
上
の
配

偶
者
控
除
が
あ
る
場
合
、
配
偶
者
分
は
不
要
で

す
。　

※
以
下
に
つ
い
て
は
受
給
者
と
児
童
の

住
所
が
異
な
る
場
合
の
み
必
要　

▽
監
護
お
よ

び
生
計
同
一
・
維
持
に
つ
い
て
の
申
立
書
（
対

象
の
人
に
は
郵
送
）
▽
児
童
の
属
す
る
世
帯
全

員
分
の
住
民
票
の
写
し
（
児
童
の
住
所
が
市
外

に
あ
る
場
合
の
み
）

※
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
手
当
の
支
給

が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
駅
南
庁
舎
児
童
家
庭
課
現
況
届
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

	

０
８
５
７-

20-

３
８
４
２（
６
月
９
日
～
30
日
）

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（

	

13
ペ
ー
ジ
）

問
駅
南
庁
舎
障
が
い
福
祉
課

	

０
８
５
７-

20-

３
４
７
５

	

０
８
５
７-

20-

３
４
０
６

お
知
ら
せ

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
費
の
助
成

対
所
得
税
お
よ
び
市
民
税
が
非
課
税
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人　

①
昭
和
19

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人　

②
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者　

額
１
回
あ
た

り
１
０
０
０
円
の
助
成
券
を
最
大
12
枚
ま
で

発
行
。
助
成
券
の
有
効
期
限
は
平
成
27
年
５

月
31
日　

※
利
用
は
公
益
社
団
法
人
鳥
取
県

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
、
社
団
法
人
日
本
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
会
お
よ
び
一
般
社

団
法
人
鳥
取
県
鍼
灸
師
会
の
会
員
の
経
営
す

る
施
設
に
限
る　

持
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

付加保険料を納めること
で年金額を増やせます！
　月々の一般保険料に加えて付加保険料（月々 400 円）
を納めると、老齢基礎年金に付加年金が上乗せされて受
け取ることができます。
　第１号被保険者（20歳〜59歳の自営業・学生など）およ
び任意加入被保険者（日本国内に住む60〜 64歳の人およ
び20〜 64歳の在外邦人で国民年金に加入する人）は、ご
希望に応じてこの制度を利用していただくことができます。
※付加保険料の納付を希望される人は手続きが必要です。
※第３号被保険者（厚生年金や共済組合の加入者に扶養
されている 20～ 59歳の配偶者）、国民年金基金に加
入している第1号被保険者は利用できません。

※平成26年4月以降は、納期限を経過した場合でも、期限
から2年間は付加保険料を納めることができます。

　2年間で支払った保険料と同額を受け取ることができ、
とてもお得です。

問鳥取年金事務所	 0857-27-8311
	 駅南庁舎保険年金課	 0857-20-3484

200 円×付加保険料納付月数＝付加年金額
　　　　　　　　　　※物価スライド（増額、減額）はありません。

【納付額】
　400円× 120 カ月＝ 4万 8000 円
【１年間に受け取る付加年金額】
　200円× 120 カ月＝ 2万 4000 円

付加年金（年間受け取り額）の計算式

（例）
付加保険料を
10年 間 納 め
た場合

第
64
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

時
７
月
３
日
（
木
）
12:

30
開
場　

所
と

り
ぎ
ん
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
（
尚
徳
町
）　

容
▽
13
：
00
～　

警
察
音
楽
隊
の
演
奏　

▽
13
：
30
～　

出
発
式　

▽
14
：
00
～　

講

演
「
子
ど
も
達
の
携
帯
電
話
に
潜
む
危
険
」

～
そ
の
仕
組
み
を
知
る
こ
と
で
防
げ
る
被
害

～　

講
師
：
篠
原
嘉
一
さ
ん　

料
無
料

問
鳥
取
保
護
区
保
護
司
会

	

０
８
５
７-
21-
３
２
０
３

ふ
る
さ
と
の
映
像
を
見
る
会

容
ふ
る
さ
と
に
関
す
る
昔
な
つ
か
し
の
映
像

を
上
映　

上
映
予
定
：
相
撲
の
ふ
る
さ
と
!?

鳥
取
・
島
根
（
平
成
７
年
制
作
）　

時
６
月
19

日
（
木
）
10:

00
～
、14:

00
～
（
１
時
間
程
度
）

所
鳥
取
市
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー　

料
無
料　

事
前
申
込
み
不
要

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

	

０
８
５
７-

20-

３
３
６
２


